
 

船舶事故調査報告書 

令和３年１０月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和２年１１月３０日 １２時２０分ごろ 

発生場所 沖縄県北大東
きただいとう

村北大東島南南東方沖 

北大東島灯台から真方位１６７°１９６海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯２２°４４.８′ 東経１３２°０４.０′） 

事故の概要 ばら積み貨物船XIN
シ ン

 XIANG
シ ャ ン

 HAI
ハ イ

は南南東進中、漁船第十一海
かい

皇
おう

丸

は、西進中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和２年１２月２日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ ばら積み貨物船 XIN XIANG HAI（パナマ共和国籍）、３１,７５

４トン 

   ９５６６４１１（ＩＭＯ番号）、N.C.N.CORPORATION 

Ｂ 漁船 第十一海皇丸、１９トン 

ＯＮ２－１２４６（漁船登録番号）、個人所有 

第２８２－１６５３８号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍）、締約国資格受有者承認証 船長

（パナマ共和国発給） 

航海士Ａ（中華人民共和国籍）、締約国資格受有者承認証 航海

士（パナマ共和国発給） 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

  機関長Ｂ、一級小型・特定、六級（機関） 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部、中央部及び船尾部外板に擦過傷 

Ｂ 右舷船首部外板及びバルバスバウに欠損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北東、風力 ７、視程 約１０Ｍ 

海象：波向 北東、波高 約４ｍ 

 事故の経過  Ａ船は、船長ほか２１人（全員中華人民共和国籍）が乗り組み、船

長Ａ、航海士Ａ及び乗組員２人が船橋当直につき、レーダー１台を４

Ｍレンジとし、レーダーにＡＩＳの情報を重畳表示させ、自動操舵に

より北大東島南南東方沖を約１２ノット（kn）の速力（対地速力、以

下同じ。）で南南東進していた。 

 船長Ａは、目視及びレーダーで周囲を確認し、他船を認めなかった

ので、前路に他船はいないと思い、同じ針路で航行を続けていたとこ

ろ、左舷船首方至近にＢ船が波間に見え隠れしながら西進しているの

を目視で認め、汽笛で長音を吹鳴し、手動操舵に切り替えて右舵一杯

としたものの、Ａ船の左舷船首部とＢ船の右舷船首部が衝突した。 



 

 船長Ａは、本事故当時、波が高かったので、小型船舶のＢ船がレー

ダーに明瞭に映らず、目視でも波間に見え隠れしているＢ船を認める

ことが困難であったと本事故後に思った。 

Ｂ船は、船長Ｂ及び機関長Ｂほか６人（インドネシア共和国籍）が

乗り組み、機関長Ｂが船橋当直につき、受信専用モードとしたＡＩＳ

を作動させ、約７kn の速力で、漁場を移動する目的で、自動操舵によ

り西進していた。 

Ｂ船は、機関長Ｂが、目視及びＡＩＳで周囲を確認したところ他船

を認めなかったので、短時間であれば操舵室を無人にしても問題ない

と思い、食事をする目的で食堂に移動し、操舵室を無人の状態として

航行を続けていたところ、Ａ船と衝突した。 

 船長Ｂは、操舵室下方の無線室で仮眠をとっていた。 

分析  

 

 Ａ船は、南南東進中、船長Ａが、前路に他船はいないと思い、同じ

針路及び速力で航行を続けたことから、Ｂ船に気付くのが遅れ、Ｂ船

と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、西進中、機関長Ｂが、短時間であれば操舵室を無人にして

も問題ないと思い、食堂に移動して操舵室を無人の状態として航行を

続けたことから、接近するＡ船に気付かず、Ａ船と衝突したものと考

えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が南南東進中、Ｂ船が西進中、船長Ａが、前路に他

船はいないと思い、同じ針路及び速力で航行を続け、また、機関長Ｂ

が、短時間であれば操舵室を無人にしても問題ないと思い、操舵室を

無人の状態として航行を続けたため、両船が衝突したものと考えられ

る。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・大型船舶の船橋当直者は、小型船舶が海象の状況によりレーダー

に映らないことがあるので、常時、目視でも適切な見張りを行う

こと。 

 ・単独の船橋当直者は、操舵室を無人の状態とすることなく、常時

適切な見張りを行うこと。また、操舵室を離れる場合は、一時的

に船橋当直を他の乗組員に交替してもらうこと。 

 ・大型の船舶等が往来する海域を航行又は操業する漁船は、ＡＩＳ

を搭載して自船及び他船の情報を常に送受信可能な状態で運用す

ることが望ましい。 

 


